
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
参
加
に
関
す
る
決
議

本
年
三
月
十
五
日
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
へ
の
参
加
を
表
明
し
、
四
月
十
二
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参

加
に
向
け
た
日
米
協
議
に
合
意
し
た
。

そ
も
そ
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
原
則
と
し
て
関
税
を
全
て
撤
廃
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
農
林
水
産
業
や
農
山
漁
村
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
食
料
自
給
率
の
低
下
や
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招
く
と
と
も
に
、
景
観
を
保
ち
、
国
土
を
保
全
す

る
多
面
的
機
能
も
維
持
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
食
の
安
全
・
安
心
が
脅
か
さ
れ
る
な
ど
国
民

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
本
委
員
会
で
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
開
始
に
関
す
る
決
議
」
を
、
平
成
二
十
三
年
十

二
月
に
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
参
加
に
向
け
た
関
係
国
と
の
協
議
に
関
す
る
決
議
」
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
、
二
国
間
、
複
数
国
間
の
経
済
連
携
協
定
が
、
我
が
国
の
農
林
水
産
業
や
国
民
生
活
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
政
府
に
十
分
な
対
応
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
二
月
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
に
お
け
る
共
同
声
明
で
は
、
「
日
本
に
は
一
定
の
農
産
品
、
米
国
に

は
一
定
の
工
業
製
品
と
い
う
よ
う
に
、
両
国
と
も
に
二
国
間
貿
易
上
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
」
し
た

と
し
て
お
り
、
政
府
は
、
こ
の
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
が
前
提
で
は
な
い
」
旨
確
認
し
た
と
し
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
へ
の
参
加
を
決
断
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
に
は
一
定
の
農
産
品
以
外
に
も
、
守
り
抜
く
べ
き
国
益
が
存
在
し
、
こ
の
確
認
が
ど
の
よ
う
に
確

保
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
界
各
層
の
懸
念

は
い
ま
だ
に
払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
、
交
渉
参
加
に
つ
い
て
農
林
水
産
業
関
係
者
を
は
じ
め
、
幅
広
い
国
民
の
合
意
が
形

成
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
を
図
る
よ
う
重
ね
て
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。



一

米
、
麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、
甘
味
資
源
作
物
な
ど
の
農
林
水
産
物
の
重
要
品
目
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
再
生
産
可

能
と
な
る
よ
う
除
外
又
は
再
協
議
の
対
象
と
す
る
こ
と
。
十
年
を
超
え
る
期
間
を
か
け
た
段
階
的
な
関
税
撤
廃
も
含
め
認
め

な
い
こ
と
。

二

残
留
農
薬
・
食
品
添
加
物
の
基
準
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
表
示
義
務
、
遺
伝
子
組
換
え
種
子
の
規
制
、
輸
入
原
材
料
の

原
産
地
表
示
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
係
る
牛
肉
の
輸
入
措
置
等
に
お
い
て
、
食
の
安
全
・
安
心
及
び
食
料
の
安
定
生
産
を
損
な
わ
な
い

こ
と
。

三

国
内
の
温
暖
化
対
策
や
木
材
自
給
率
向
上
の
た
め
の
森
林
整
備
に
不
可
欠
な
合
板
、
製
材
の
関
税
に
最
大
限
配
慮
す
る
こ

と
。

四

漁
業
補
助
金
等
に
お
け
る
国
の
政
策
決
定
権
を
維
持
す
る
こ
と
。
仮
に
漁
業
補
助
金
に
つ
き
規
律
が
設
け
ら
れ
る
と
し
て

も
、
過
剰
漁
獲
を
招
く
も
の
に
限
定
し
、
漁
港
整
備
や
所
得
支
援
な
ど
、
持
続
的
漁
業
の
発
展
や
多
面
的
機
能
の
発
揮
、
更

に
は
震
災
復
興
に
必
要
な
も
の
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

五

濫
訴
防
止
策
等
を
含
ま
な
い
、
国
の
主
権
を
損
な
う
よ
う
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
は
合
意
し
な
い
こ
と
。

六

交
渉
に
当
た
っ
て
は
、
二
国
間
交
渉
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
自
然
的
・
地
理
的
条
件
に
制
約
さ
れ
る
農
林
水
産
分
野
の
重

要
五
品
目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、
そ
れ
が
確
保
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
脱
退
も
辞
さ
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

七

交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
速
や
か
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
国
民
へ
の
十
分
な
情
報
提
供
を
行

い
、
幅
広
い
国
民
的
議
論
を
行
う
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

八

交
渉
を
進
め
る
中
に
お
い
て
も
、
国
内
農
林
水
産
業
の
構
造
改
革
の
努
力
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
交
渉
の
帰
趨
い
か
ん

で
は
、
国
内
農
林
水
産
業
、
関
連
産
業
及
び
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
政
府
を

挙
げ
て
対
応
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


